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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・臨床心理学

【学内活動】
（学内職歴を含む）

社会学部長（平成元年～２年）
障害学生支援委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】 メンタルヘルスに関する精神科医師としての活動

京都大学医学部卒

医学博士

精神神経学、精神病理学、精神療法学、精神分析学、精神医学史、病跡学

最終学歴

【研究上の特記事項】
・科学研究費（挑戦的研究（開拓)）「世界の人々のアイデンティティとしての『自省利他』の研究―
社会実装を視野に入れて」研究代表者：中谷英明、研究分担者：新宮一成。

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本精神神経学会、日本精神病理学会、日本精神医学史学会、日本精神分析学会、
日本芸術療法学会、日本描画テスト・描画療法学会、日本文芸家協会、他。

神経症と精神病における病理体験の臨床的解明と精神療法、ならびに人間主体の無意識への構
造論的接近。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理学演習Ⅰ（一）
・臨床心理学演習Ⅱ（一）
・精神医学特論
・心身医学特論
・心理教育特論（心の健康教育に関する理論と実践）
・臨床心理実習
・心理実践実習

授業科目

学部担当科目

・臨床心理学演習Ⅰ（二）
・臨床心理学演習Ⅱ（二）
・臨床心理学演習Ⅲ（二）
・臨床心理学演習Ⅳ（二）
・カウンセリング実習Ⅱ
・臨床心理学特殊講義（二）
・臨床心理学特殊講義（三）
・心理学的支援法Ⅱ（精神分析学）
・精神疾患とその治療（精神医学）



共著

単著

単著

単著

単著

共著

単著

2020年10月
日本精神病理学会第
43回大会

『100の対話 生命誌の
思い』76-77，JT生命誌
研究館発行

『始更』18号，67-81

2020年4月

2020年10月

Routledge, New York印刷中（予約受付中）

精神科，38（1）：32-37

臨床心理クリニック紀
要，No. 12 奈良大学

最新精神医学，26
（2）：117-124

2021.1月

2021. 2月 

2021.3月

フロイトの最初の発見に還り、心的外傷
論と夢の象徴論を組み合わせて現代の
精神療法を簡潔に遂行する道を示し
た。（特集論文）

不適応に苦しむ人間に対して、自然は
音楽を介して同一化の道を提供し、癒
やす者と癒やされる者の相互転換を生
起させる。その例として宮沢賢治の作品
を分析した。（研究論文）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①Lacan and Race: Racism,
Identity and Lacanian
Psychoanalytic Theory
(Psychology and the Other)

Web開催, シンポジウム発表

不安という事象の広範な社会的発生基
盤を考慮したうえで、不安が病理現象と
なってゆく道筋を特に神経発達症を念
頭において示した。（特集論文）

①精神分析の適応・効果とその
限界―冷静に歴史を見渡して
みれば―

②カウンセリングにおける自然と
人間の相互同一化過程の描写
としての宮沢賢治作品『セロ弾
きのゴーシュ』

②

③

対話要約

寄稿論文

④

Chapter 12：  Japanese inter-signifier
subjects: jouissance in the
locus of the character （Pp. 223-238）を
執筆

③不安の精神病理

（学会発表）

①言葉と心

③

（その他）

②海と山のあいだの文字―日
本文学とラカンのリトラル

④

②

①精神分析の治療原理の探究
と臨床精神療法構築

③


